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市
は
、
平
成　

年
７
月
に
策
定
し
た
中
心
市
街

１１

地
活
性
化
基
本
計
画
を
基
に
し
て
、
駅
周
辺
施
設

の
整
備
や
空
き
店
舗
の
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
平
成　

年
以
降
、
市
の
郊
外
で
大
規

１６

模
店
舗
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
中
心
市

街
地
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
や
都
市
計
画
法
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の

改
正
や
制
定
を
行
い
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
進

め
る
市
町
村
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
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問合先　市都市整備課
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し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
が
進

む
社
会
で
は
、
中
心
市
街
地
の
果
た
す
役
割
が
重

要
に
な
る
と
考
え
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
と
都

市
計
画
法
の
改
正
を
受
け
て
、
新
し
い
こ
の
基
本

計
画
の
作
成
作
業
を
進
め
、
今
年
の　

月
に
国
の

１１

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
歩
行
者
の
通
行
量
は
、
こ
こ
数

年
間
で
急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
休
日

の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
通
勤

通
学
や
買
い
物
、
飲
食
な
ど
で
中
心
市
街
地
を
訪

れ
る
人
が
、
日
常
的
に
ふ
れ
あ
い
、
交
流
し
、
お

店
か
ら
お
店
へ
買
い
ま
わ
り
し
た
く
な
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
歩
行
者
通
行
量
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に

は
、
ま
ち
に
住
む
人
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
を
増
や

す
こ
と
に
加
え
、
ま
ち
で
働
く
人
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

岩
見
沢
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
商
業
と

の
連
携
に
よ
り
新
し
い
雇
用
を
つ
く
り
だ
し
、
中

心
市
街
地
の
従
業
者
数
の
現
状
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
民
間
の
共
同
住
宅
が

多
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
減
少
は
緩
や
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
民
間
の
活
力
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
居
住
者
数
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
主
な

事
業
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
　
　
　
　
　
�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
、
実
現
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
事
業
が
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
る
か
、
数
値
目
標
を
達
成
で
き
て
い
る
か
な
ど

を
、
検
証
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
達
成
状
況
が
思
わ
し
く
な
い
場
合
は
、

目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
追
加
し
た

り
、
事
業
の
内
容
を
変
更
し
た
り
す
る
ほ
か
、
そ

の
時
の
状
況
次
第
で
は
、
目
標
そ
の
も
の
の
見
直

し
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
幅

広
く
、
様
々
な
施
策
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
毎
年
、
目
標
の
達
成
状
況
の
点
検
作
業

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

事
業
を
改
善
し
、
暮
ら
し
た
い
ま
ち
、
訪
れ
た
い

ま
ち
、
働
き
た
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市

都
市
整
備
課
、
市
役
所
本
庁
、
北
村
・
栗
沢
支
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
各
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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５年間の目標
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　
　

現
状　

平
成　

年　

４
千　

人

１９

７４０

　
　
　
　
　
�

　
　

目
標　

平
成　

年　

５
千
人

２４

�������	�
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５年間の目標
�
�
�
�
�
�
��
	
�

　
　

現
状　

平
成　

年　

５
千　

人

１９

３５６

　
　
　
　
　
�

　
　

目
標　

平
成　

年　

５
千　

人

２４

７００

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�	
�

５年間の目標
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　
　

現
状　

平
成　

年　

８
千　

人

１８

８４０

　
　
　
　
　
�

　
　

目
標　

平
成　

年　

８
千　

人

２４

９００

�����������������

主な事業
�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
地
区
は
、
岩
見
沢
駅
の
北
側
に
位
置
し
、

南
北
自
由
通
路
な
ど
の
駅
周
辺
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
し
、
中
心
市
街
地
に

ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
市
街
地
を
つ
く
り
ま
す
。

�
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�
�
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�
�
	


�
�


�
�
�

　

こ
れ
ま
で
の
市
営
住
宅
は
郊
外
地
に
多
く
建

設
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
中
心
市

街
地
で
の
建
設
を
進
め
、
ま
ち
な
か
居
住
を
促

進
し
ま
す
。
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�
�
�


�
�
�
�
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�

　

ま
ち
な
か
に
住
み
替
え
た
い
と
考
え
て
い
る

方
に
、
郊
外
に
あ
る
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
を

借
り
上
げ
、
家
賃
の
一
部
を
保
証
し
ま
す
。

（注）歩行者通行量は、平日１２時間の駅前・４条・１条・西２丁目通りの合計歩行者通行量

※数字の○は、実施箇所を右図に表示。
※◎は、中心市街地全域で進める事業。
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主な事業
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歩
道
の
拡
幅
や
電
線
類
の
地
中
化
を
行
っ
て
、

歩
行
者
や
自
転
車
に
と
っ
て
快
適
な
空
間
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
植
樹
や
案
内
標
識

の
設
置
、
建
物
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り
、
岩

見
沢
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
と
し

ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
と
駅
東
市
民
広
場
公
園
を

活
用
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
行
う
自
主

企
画
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
中
心
市

街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

�
�
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�
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��
�
�
�
�
�

　

空
知
婦
人
会
館
、
岩
見
沢
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
岩
見
沢
市
働
く
婦
人
の
家
の
３
館
の
機
能

に
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
機
能
を
加
え
て
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
が
利
用
で
き
る
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

�
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�
�
�
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�
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�
�
�
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ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
よ
う
な
美
術
や
音
楽

な
ど
の
ア
ー
ト
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
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駅
東
市
民
広
場
公
園
や
商
店
街
の
通
り
を
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
、
雪
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
で
華
や
か
な
ま
ち
を
印
象
付
け
ま
す
。
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�
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�
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�
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中
心
市
街
地
に
行
く
際
の
バ
ス
利
用
を
増
や

す
た
め
に
、
参
加
店
で
買
物
し
た
と
き
に
買
物

共
通
バ
ス
券
を
渡
す
事
業
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
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中
心
市
街
地
と
郊
外
と
の
行
き
来
が
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
と
も
に
効
果
的
な
バ

ス
運
行
の
社
会
実
験
を
行
う
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

主な事業
�
�
�
�
�
�
�
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
手
続
き
を
簡
素
化

し
て
、
中
心
市
街
地
の
核
店
舗
（
岩
見
沢
ポ
ル

タ
）
の
増
改
築
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


��
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�
�
�
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空
き
店
舗
を
改
修
し
、低
家
賃
で
新
規
開
業
者

等
に
提
供
し
ま
す
。ま
た
、店
舗
ば
か
り
で
な

く
、ア
ト
リ
エ
や
高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
な
ど
も
開
設
し
、表
情
豊
か
な
商
店
街

を
目
指
し
ま
す
。
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�
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地
場
農
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品
づ
く
り
や
岩

見
沢
産
の
野
菜
な
ど
を
使
用
し
て
、「
食
育
」
を

テ
ー
マ
に
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
中

心
市
街
地
と
農
村
地
区
、
消
費
者
と
生
産
者
を

結
ぶ
試
み
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

ラ
ル
ズ
跡
地
を
活
用
し
て
複
合
施
設
や
駐
車
場

を
つ
く
り
、
広
場
（
ぷ
ら
っ
と
パ
ー
ク
）
で
イ

ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
若
い
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
層
の
方
が
訪
れ

や
す
い
よ
う
な
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
中
心
に
、
岩
見

沢
の
特
産
品
を
中
心
市
街
地
で
販
売
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

国
内
外
の
企
業
の
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
施
設
を

整
備
し
、
そ
れ
を
核
と
し
て
、
サ
ー
バ
ー
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
運
用
管
理
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
な
ど
を

行
う
関
連
企
業
を
誘
致
し
、
中
心
市
街
地
の
雇

用
を
増
や
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

人
材
育
成
や
起
業
化
を
支
援
し
て
、
中
心
市
街

地
の
雇
用
を
増
や
し
ま
す
。
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西２丁目通り

４
条
通
り

岩
見
沢
ポ
ル
タ

�������	
��

　基本的な考え
　　　岩見沢の代名詞である初代百 餅 やぐらと臼をシンボルとして常設し、共同店舗および

ぺい

まちづくり団体用事務所・会議スペースの建設やイベントの拡充により、買い物客、ま
ちづくりにかかわる人、イベントに来る人、観光客などの「人」、日常の買い物の場、空
知の特産品、地元農産物や加工品などの「もの」、まちづくり情報、商店街情報、特産品
情報などの「情報」を集約して、日常的にいろいろな人が集う場所とする。

　整備計画　
　　　平成２１年度から２か年で行う予定です。これまでに市民の皆さんからいただいた意

見を取り入れて、平成２１年度は、駐車場の整備や集客のシンボルとしての百 餅 やぐらと
ぺい

臼の設置、無料休憩所の設置、イベントの拡充などを行います。
　　　平成２２年度は、引き続きイベントの拡充を行うとともに、共同店舗やまちづくり団体

用事務所の建設を行う予定です。
　　　なお、共同店舗への入居は、飲食や特産品・地元農産物の販売機能、ナカノタナや中

心市街地に不足している業種を中心に、公募で決める予定です。

５
条
通
り

※イベント会場としても使用可能。
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　ラルズ跡地の事業計画（素案）に、市民の皆さんからのご意見・ご提案を募集します。なお、
この事業計画（素案）の詳細は、市のホームページのほか、市商工労政課、市役所本庁、北村・
栗沢支所、コミュニティプラザの各情報公開コーナーで閲覧することができます。

　提出方法　任意の用紙に、住所、氏名を記入し、市商工労政課商店街活性化推進係に持参する
か、郵送またはFAX、Eメールで提出してください

　　　　　　�０６８－８６８６　岩見沢市鳩が丘 1丁目１番 1号　�２３局９９７７
　　　　　　�������	
��	
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　募集期間　１２月１日�～平成２１年１月１３日�
　※お寄せいただいたご意見・ご提案は、後日取りまとめて市のホームページで公開します。　
　　なお、お寄せいただいたご意見に対して個別に回答は行いません。
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ラルズ岩見沢店閉店平成１３年度

「自分たちのまちを自分たちで 創 る場所」という基本方針のもと、市が跡地を購入し、民
つく

間主体での開発を目指し、フォーラムやワークショップの開催と市民アンケートを実施

平成１５年度

４条通側の半分の敷地で、仲の店商工協同組合が出店するとともに、岩見沢市商店街振
興組合連合会新規事業委員会が無料休憩所を開設する。そのほかにも、オープンスペー
スを活用した定期的なイベントの開催や一般消費者アンケート調査を実施

平成１６年度

市民アンケートを実施し、５条通側の半分の敷地の活用案を検討

平成１７年度

中心市街地活性化法が改正され、新しい中心市街地活性化基本計画の作成を開始。ラル
ズ跡地活用をこの計画に盛り込む

平成１８年度

岩見沢市商店街振興組合連合会新規事業委員会のメンバーが中心となり、まちづくり会
社を設立

平成１９年度

まちづくり会社から提出された、事業計画をもとに、関係団体が参加して具体的な事業
内容を協議し、市に事業計画（素案）が提出される

平成２０年度
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駐車場、定期的なイベントが開催できる広場、フードコー
トや生鮮食品などの販売店舗や休憩所、託児所などの複合
施設

ラルズ跡地に必要な施設
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駐車場の整備、地元農産物の販売や自家製食品の販売店舗
の整備

中心市街地への要望
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駐車場、定期的なイベントが開催できる広場、フードコー
トや生鮮食品などの販売店舗や休憩所、託児所などの複合
総合小売店・飲食店・駐車場の整備、専門店・店舗数・品
ぞろえの充実、イベントの充実施設

ラルズ跡地への要望
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駐車場の整備、店舗や品ぞろえの充実、休憩所や広場の充
実、イベント回数の増加

ラルズ跡地の活用策
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